
高品位ダイカストのSP法（構造部品ダイカスト法）をサポートする要素技術

１）良品率を上げたい、突発不良を撲滅したい
２）DC教育（導入・金型方案・ 　　　　  ・現場実践）
３）ご相談シート（ホームページ）にてメールでご相談に応じます
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＜ご参照資料＞

１）ダイカストの教科書では「凝固時間以内に溶湯を充填せよ！」とあります
現状はマシンの管理項目：高速速度を追いかけていませんか？

２）充填時間（A）＝製品充填時間（B）＋二次充填時間（C）に区分けされます
現状のC時間が各金型でどの位かを管理していますか？

３）メタル圧力（型内に作用する鋳造圧力）は二次充填が
　　完了しないと上昇しません

現状はマシン圧力を見て管理していませんか？

４）充填時間はパソコンで容易に算出できます
　　（事前検証・社内教育）

現状は作りながらの試行錯誤の連続ではありませんか？

C 時間
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C時間の存在と
短縮化が課題です

新充填時間算出ツール〔二次充填時間算出可能〕
（P-Q2線図による限界射出速度）Ver.A03A
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「短時間充填」が品質向上のキーポイント

現状がベスト鋳造か
　　総合診断をします

１）充填時間 の管理がダイカストでは最も重要です（管理項目：高速速度より）

２）充填時間＝製品充填時間＋二次充填時間 は別個に存在します

３）二次充填時間 は製品密度を低下をさせるので最短にする必要があります

４）金型内ガス 対策が必要です（短時間充填化するほど抜けにくくなります）

５）製品二次加圧 ゲートは即閉塞します（その後の密度向上対策が必要です）
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